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設置設置設置設置のののの趣旨趣旨趣旨趣旨等等等等をををを記載記載記載記載したしたしたした書類書類書類書類    

    

アアアア    設置設置設置設置のののの趣旨趣旨趣旨趣旨及及及及びびびび必要性必要性必要性必要性    

    

① 設置に至る経緯 

    本学人文学部は 1969（昭和 44）年の発足以来、二度の再編を経ながら、欧米・日本・ア

ジア各地域の文化研究に加え、対象地域の言語の運用能力の習得に焦点をあてた知的かつ

実践的な教育課程を提供し、異文化と自国の文化に対する広くかつ深い理解力を備えた国

際的な視野と実行力を備えた国際的な視野と実行力を持つ人材の育成に努めてきた。その

理念の基礎は、1922年の本学園創設以来の「東西文化融合のわが民族理想を遂行し得べき

人物、世界に雄飛するにたえる人物、自ら調べ自ら考える力のある人物」の育成を目的と

する「建学の三理想」にある。「時代」を感じさせるこの表現は、現在では、身近な場所で

広い世界に思いをめぐらせながら「自立」「対話」「実践」の力を身につけること、また「知

と実践の融合」を推進することに言い換えられ、本学全体の教育目標になっている。人文

学部は学科・コース・プログラム・個々の授業科目を通じてこの教育目標の実現に取り組

んできたが、国際化、情報化が一層進んだ現代において、本学部の教育の意義はますます

深まってきたと考えられる。 

 人文学部では、2005（平成 17）年 4月、「英米比較文化学科」「ヨーロッパ比較文化学科」

「日本・東アジア比較文化学科」の三学科に再編すると同時に導入された現行カリキュラ

ムの運用の中で見えてきた問題点について改善を施すとともに、学科名称の変更を含めた

教育課程（カリキュラム）の改革を新学科の設置という形で行うこととした。すなわち従

来の学科名から、いずれも「比較」の名称を外すこととしたが、それはグローバル化が進

む中で「比較」の語だけでは異文化を複眼的に理解するキーワードたり得ないという認識

が学部内において共有されたからである。こうした観点から、新学科においては、「比較」

に加えて「交流」「接触」「越境」といった新たな教育研究上の概念を基礎としてカリキュ

ラムを編成することになった。 

 

② 人材養成の目標 

 人文学部は、広く深い教養、様々な地域における言語・文学・歴史・民俗・思想・芸術

等の分野に関する専門的知識、さらに各地域言語の高度な運用能力が身につく教育を提供

している。特定地域の文化について学ぶとともに、異なる文化間の交流や比較への視点を

重視することにより、複雑化する国際社会において複眼的な視点で諸文化の有り様を深く

洞察し、異なる文化を持った人々との交流を楽しみ、また必要に応じて自らの考えを他国

の言語で発信し得る語学力を身につけた人材を育てることを目指している。とりわけ入学

時から始まるゼミナールでの学びと、４年次における卒業論文執筆のための対話型の指導

を軸とすることで、論理的に思考する力、自らの考えをわかりやすくまとめて伝える力、
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相手の意見の正しい理解に基づいて議論する力を培い、高いコミュニケーション能力を駆

使して各種の課題解決に積極的に取り組む人材を養成している。 

 各学科においてそれぞれ養成する人材像は、次に記すとおりである。 

 

【英語英米文化学科】 

 英語英米文化学科においては、グローバル化の進展の中で国際語として役割をますます

強めている英語に熟達し、かつ英語圏の多様な文化現象について専門的に学び、その語学

力と知識を現実社会の営みや職業生活に生かすことのできる人材を養成する。本学科の教

育目標は、高度な英語運用能力の修得、英語圏の社会と文化についての豊かな知識の獲得、

加えて異なる文化間の交流への関心と文化を比較する目を養うことであり、それによって

学校等において英語教育に熱意をもって携わる人、英語コミュニケーション能力が求めら

れる職場で活躍できる人、異文化間の問題解決と平和的共存に関わる活動に貢献できる人

を育成することを企図している。 

 

【ヨーロッパ文化学科】 

 ヨーロッパ文化学科においては、ＥＵの拡大と統合の進展という大きな歴史的変化の中

にあるヨーロッパの姿を巨視的かつ全体的に捉え、同時に、豊かな文化を持つヨーロッパ

の個別の地域に注目する教育を行っている。本学科が特に重視しているのは、ドイツ語や

フランス語の高度な運用能力の習得に力を入れる中で、ヨーロッパにおける言語と文化の

多元性と個性、諸文化の画一化し得ない独自の価値を深く認識し、交流文化・比較文化の

視点を援用して、国際的交流に貢献し得る人材、外国語や歴史や地理を教える力のある人

材、日常生活と勤労の場で文化的知識を応用し、社会のあり方や人間集団の営為に豊かさ

を与える知恵のある人材の養成である。 

 

【日本・東アジア文化学科】 

 日本・東アジア文化学科においては、第一に日本の文化を深く知ること、次いで東アジ

ア世界の諸文化を学び、文化間の交流の歴史と現状に注目し、複眼的な視点から自文化と

異文化をとらえる開かれた姿勢を育てることを教育目標としている。その具体的な方法と

して、本学科では中国語と韓国語の学習を奨励しており、お互いの個性を理解尊重し、身

近な場所で交流を担う人、日本や東アジアの歴史や地理を教える人、文化財を守る人、東

アジア地域との交流を担う人、日本や東アジアに関する情報を国際的に発信する人、日本

や東アジアの言語と文化の知識を職業や地域社会の営為に生かせる人の養成である。 

 

③ 教育研究上の目的 

 人文学部の教育研究上の目的を箇条書きにすれば以下のとおりである。 

・ ３学科が共通して定めている総合科目を通じて、グローバルな視野とバランスのと
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れた教養を身につけるとともに、各種の情報の収集と処理の能力を身につけること。 

・ ３学科がそれぞれ定めている外国語（必修英語および選択外国語）を学び、外国語

によるコミュニケーション力と、情報の収集・発信を行う運用力を身につけること。 

・ ３学科がいずれにも「比較・交流文化コース」を設け、様々な地域における様々な

形の異文化の関わりについて学ぶとともに、３学科の学生が交わる参加型少人数授

業を新たに加えることにより、ボーダレス化する現代社会の諸問題を多角的に捉え

る幅広い視野を養うこと。 

・ ３学科がそれぞれ言語・文学・歴史・民俗・思想・芸術等の分野に即して 1年次か

らゼミと講義を軸に編成されている教育課程を通じて、自ら調べ自ら考える基礎力

を築き、その上で高度な専門知識と課題解決能力を身につけること。 

・ 各人の関心に従って専攻基礎科目、専攻専門科目を履修することにより、知識の幅

を広げ、リベラルアーツの精神と学際的な探求の視点を身につけること。 

・ 専門ゼミ、卒論ゼミの履修と卒業論文の執筆を通じて、自発的な調査能力、データ

を整理・分析する力、総合する力、文章構成力、口頭による説明能力と現代的ツー

ルを用いた情報伝達能力、意見交換（対話）を多角的に行って自説の客観性を高め

る力を身につけ、これを社会生活・職業生活にも応用し得る力を養うこと。 

 

 ④ 卒業後の進路 

  人文学部の各学科が目指す卒業後の進路は、以下のとおりである。 

 【英語英米文化学科】 

   英語力やゼミで養ったコミュニケーション能力を生かして、官公庁・一般企業・非

営利団体等で活躍する人材、各種の国際的な事業に貢献できる人材、英語の教員、通

訳者、翻訳者等を養成することを目指している。 

 【ヨーロッパ文化学科】 

   ヨーロッパ世界の歴史や現代の文化・政治・社会状況などに関する知識を深め、ド

イツ語やフランス語の高度な運用能力とメディア・リテラシーを身につけることで、

外国語や地理・歴史の教員、公務員や一般企業の従業員として、また非営利団体の構

成員として、国際社会で活躍できる人材を養成することを目指している。 

 【日本・東アジア文化学科】 

   日本および東アジアの文化に関する幅広い知識のほか、中国語や韓国語などの外国

語を身につけることによって、東アジア地域との交流を担う人材を養成することを目

指すとともに国語や社会の教員、日本語教員、美術館や博物館の研究員、官公庁や一

般企業・非営利団体等で活躍する人材の育成を目指している。 

   過去３ヵ年の卒業生の進路については、以下のグラフのとおりである。 
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２００８年度  

 

 

２００９年度 
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 ２０１０年度 

 

    

イイイイ    学部学部学部学部、、、、学科等学科等学科等学科等のののの特色特色特色特色    

    

    中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」の提言する「高等教育の多様な機能

と個性・特色の明確化」に関して、大学は全体として以下の各種の機能を併有するといわ

れる。 

   ①世界的研究・教育拠点 

   ②高度専門職業人養成 

   ③幅広い職業人養成 

   ④総合的教養教育 

   ⑤特定の専門的分野（芸術、体育等）の教育・研究 

   ⑥地域の生涯学習機会の拠点 

   ⑦社会貢献機能（地域貢献、産学官連携、国際交流等） 

    本学は学部教育の上に、大学院（経済学研究科、人文科学研究科）を併置し、②高度専

門職業人養成も行っているが、学部教育の主眼は③④の機能に重点を置いている。とくに
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人文学部では、４０年の伝統の中で培われてきた文化研究、比較研究をベースとして、国

際化の時代にふさわしいグローバルな視野とバランスのとれた教養を身につけ、それらを

職業のなかで応用していける人材の育成を目指している。 

 ⑥については、平成８年度から大学所在地の練馬区民を対象とする練馬区武蔵大学特別

聴講生制度を設け、毎年度４０名近くの地域住民を受け入れ、平成２２年度で１５期目を

迎えている。また練馬区教育委員会（練馬区公民館）との共催による公開講座、大学独自

の公開講座には、人文学部専任教員が多く参加し、毎年定期的に行われることによって地

域の生涯学習機会の拠点としての役割を果たしている。その他、大学全体としては近年、

イブニングスクールや練馬区ＮＰＯ活動支援センター事業などを積極的に推進し、地域貢

献を行っている。 

    ⑦の産学連携の事業として、本学全体（経済学部・人文学部・社会学部）で取り組んで

いる授業が学部横断型課題解決プロジェクト授業である。これは、「産学連携による社会人

基礎力の育成・評価事業」の内実を持ち、「CSRが重要視されている最近の社会状況の中で、

学士力・社会人基礎力を高める教育としての問題意識と課題設定は適切であり、他大学に

見られない取組として成果が期待される。」という評価を得て、文部科学省の平成２１年度

「大学教育学生支援推進事業（教育ＧＰ）」に採択されたものである。本プロジェクトは、

企業からの課題に対し、前半では学部ごとにそれぞれの専門性を応用しつつ、三つの異な

る角度から課題に対してアプローチを行い、その準備・予備調査段階を経て、その結果を

中間発表でプレゼンテーションしたのち、学部横断型段階に入り、合同チームとしてこれ

までの調査結果についての情報を共有しつつ、ＣＳＲ報告書の制作に向けてディスカッシ

ョンを重ねる。そこで報告書のコンセプトやコンテンツを決定し、記事の執筆やレイアウ

トを分担し、最終的には報告書を冊子の形でまとめ、最終報告会では、企業担当者にＣＳ

Ｒ報告書を配布し、評価を受けるとともに、制作過程やその間の人間的成長についてのプ

レゼンテーションも行う、という内容である。本プロジェクトは文系３学部で構成された

本学にふさわしい産学連携のあり方ともなっており、現在十数社の協力企業を得ている。 

 国際交流に関しては、アメリカのオハイオ大学、セント・マイケルズ大学、ハワイ・パ

シフィック大学、イギリスのケント大学、フランスのリヨン第３大学、パリ第７大学、ド

イツのハレ・ヴィッテンベルグ大学、パッサウ大学、韓国の高麗大学、中国の西安外国語

大学との間で交換留学制度が締結されており、毎年十名以上の学生がそれを利用して留学

し、反対に同人数の外国からの留学生を本学で受け入れている。交換ではない協定留学を

含めると全部で１５の協定校がある。その他、短期語学留学、海外研修制度（自ら選んだ

研修先で自らのテーマにしたがって研修し、帰国後は報告書を提出する）などがあり、と

りわけ人文学部の学生にとっては、国際交流の多様な選択肢が用意されている。 
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ウウウウ    学部学部学部学部、、、、学科等学科等学科等学科等のののの名称及名称及名称及名称及びびびび学位学位学位学位のののの名称名称名称名称    

    

①学部名称―人文学部（Faculty of Humanities） 

  学位記 ― 学士（人文学）（Bachelor of Arts） 

 

    武蔵大学人文学部は「文化を総合的に研究することを通して高度な全人格的な教養を身

につけた人物を育成することを目的」として、1969（昭和４４）年に創設された。この理

念は現在でも学部教育の大きな柱となっている。文学・哲学・歴史と専門分野を細分化し、

蛸壺的な教育に陥らないための「文化の諸現象を総合的に学ぶ」という創設以来の基本的

理念の継承とともに、「全人格的な教養」というリベラルアーツ教育の目的に合致した学部

名称として「人文学部」を用いている。 

        

    ②学科名称―「英語英米文化学科」（Department of British and American Studies） 

                            「ヨーロッパ文化学科」（Department of European Studies） 

       「日本・東アジア文化学科」（Department of Japanese and East-Asian 

Studies） 

 

「英語英米文化学科」の呼称は、従来の「英米比較文化学科」の学科名を改めたもので

ある。冒頭の設置の趣旨で記したように、グローバル化が進む中で「比較」の語だけでは

異文化を複眼的に理解するキーワードたり得ないという教育研究上の認識から「比較」の

語を取り除いたこと、また国際語としての英語の実践的な運用能力を従来以上に重視した

教育課程を強調すること、の意味合いから「英語」の語を冠した。 

  「ヨーロッパ文化学科」の呼称は、従来の「ヨーロッパ比較文化学科」の学科名を改め

たものである。「英語英米文化学科」の場合と同様に、グローバル化が進む中で「比較」の

語だけでは異文化を複眼的に理解するキーワードたり得ないという教育研究上の認識から

「比較」の語を取り除いた。 

 「日本・東アジア文化学科」の呼称は、従来の「日本・東アジア比較文化学科」の学科

名を改めたものである。上記の２学科同様、グローバル化が進む中で「比較」の語だけで

は異文化を複眼的に理解するキーワードたり得ないという教育研究上の認識から「比較」

の語を取り除いた。 

 

エエエエ    教育課程教育課程教育課程教育課程のののの編成編成編成編成のののの考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび特色特色特色特色    

    

 人文学部の教育課程は、総合科目、外国語科目、専門教育科目を通じてグローバルな視

野、全人的教養、専門的知識と実践力を身につけることができるように編成されている。

また３学科共通の場として「人文フィールドワーク入門」「人文学部合同プロジェクト」「比
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較交流文化論」等の科目を置き、人文学部としての一体性と協調性を促進している。 

 

(１) 英語英米文化学科 

英語英米文化学科の場合は以下のような構成である。 

・ 総合科目は「情報とコミュニケーション」「歴史と文化」「現代社会」「自然と環境」「心

と体」「ライフマネジメントとキャリアデザイン」の各分野からなり、専門教育科目だ

けでは得られない総合的視野と教養を身につけるために１年次から卒業までに修得す

べき単位を分野別に定めている。 

・ 外国語科目のうちの英語は、実践的な言語運用能力の習得のために、また専門教育の

土台とするために１年次から２年次にかけて必修外国語として体系的に展開されてい

る。また複眼的な視野を与えるために、ドイツ語・フランス語・スペイン語を１・２

年次の選択外国語として課している。 

・ 専門科目については、まず初年次に必修の基礎ゼミナールを配し、また英会話等の実

習授業の履修も開始できるようにしている。より高次の専門科目は言語／文学・芸術

／思想・歴史・社会／比較・交流文化の諸分野にわたって講義、演習に分けて展開し

ており、卒業条件は３つのコース（英米・英語圏文化、英語コミュニケーション、比

較・交流文化）に分けて定めている。ただし、いずれのコースにおいてもコミュニケ

ーション・ゼミナールの履修を義務づけ、発信型の英語運用能力を伸ばす教育課程を

編成している。 

・ 演習（ゼミナール）を１年次から必修にし、指導教授による緊密な履修指導、大学生

活指導と結びつけている。 

・ ４年次に卒業論文を履修するための条件を設定し、積み上げ式の学修が成り立つよう

にしている。その条件は１年次・２年次必修科目の単位修得、１年次・２年次外国語 

科目のうちの一定数の単位修得、３年次までに修得が期待される総単位数の３要素を

もって定めている。 

・ 専攻分野やコース所属の枠組みを超えて多様な専門領域に接することができるように

共通専門科目を設け、多元的な学びを可能にしている。 

・ 通常の必修科目や選択科目以外に任意選択単位を定め、学生が意欲的に履修した専攻

科目を卒業単位に算入できるようにしている。 

・ 教職課程科目を専門教育科目のなかに組み込み、教員免許状（中学の英語科・社会科、

高校の英語科・地理歴史科）の取得を促進している。学芸員課程科目も専門教育と結

びついている。 

・ ４年次に卒論を必修とし、学業の集大成と位置づけている。そのために４年次のみな

らず３年次にも専用ゼミ（準備ゼミナール）を設け、学生の細かなニーズに対応でき

るような態勢を整えている。 
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(２) ヨーロッパ文化学科 

ヨーロッパ文化学科の場合は以下のような構成である。 

・  総合科目は「情報とコミュニケーション」「歴史と文化」「現代社会」「自然と環境」

「心と体」「ライフマネジメントとキャリアデザイン」の各分野からなり、専門教育科

目だけでは得られない総合的視野と教養を身につけるために１年次から卒業までに修

得すべき単位を分野別に定めている。 

・ 外国語科目のうちの英語は、実践的な言語運用能力の習得のために、１年次に必修と

している。さらに選択外国語Ⅰとしてドイツ語・フランス語のいずれかを１年次から

２年次にかけて体系的に展開し、ヨーロッパ文化についての専門教育に備えている。 

また複眼的な視野を与えるために、２年次では選択外国語Ⅱとして、英語・ドイツ語・

フランス語・イタリア語・スペイン語・ロシア語・中国語・韓国朝鮮語の中から１つ

を選び履修することを義務づけている。 

・ 専門科目については、まず初年次に必修の入門講座、基礎ゼミナールを配している。

専攻基礎科目としては、２年次以降に履修させるために、ドイツ語やフランス語の会

話、読解、論述の力を伸ばす実習および中級ゼミナールを置いている。より高次の専

門科目は言語と文学／芸術と生活／歴史と思想／現代社会・地域研究／比較と交流の

５分野にわたって講義、専門ゼミナールに分けて展開している。 

・ 演習を１年次から必修にし、指導教授による緊密な履修指導、大学生活指導と結びつ

けている。 

・ ４年次に卒業論文を履修するための条件を設定し、積み上げ式の学修が成り立つよう

にしている。その条件は１年次・２年次必修科目の単位修得、１年次・２年次外国語

科目のうちの一定数の単位修得、３年次までに修得が期待される総単位数の３要素を

もって定めている。 

・ 専攻分野やコース所属の枠組みを超えて多様な専門領域に接することができるように

共通専門科目を設け、また多元的な学びを可能にしている。 

・ 通常の必修科目や選択科目以外に任意選択単位を定め、学生が意欲的に履修した専攻

科目を卒業単位に算入できるようにしている。 

・ 教職課程科目を専門教育科目のなかに組み込み、教員免許状（中学の英語科・ドイツ

語科・フランス語科・社会科、高校の英語科・ドイツ語科・フランス語科・地理歴史

科）の取得を促進している。学芸員課程科目も専門教育と結びついている。 

・ ４年次に卒論を必修とし、学業の集大成と位置づけている。そのために４年次のみな

らず３年次後期にも専用ゼミ（準備ゼミナール）を設け、学生の細かなニーズに対応

できるような態勢を整えている。 
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(３) 日本・東アジア文化学科 

日本・東アジア文化学科の場合は以下のような構成である。 

・ 総合科目は「情報とコミュニケーション」「歴史と文化」「現代社会」「自然と環境」

「心と体」「ライフマネジメントとキャリアデザイン」「ライセンス科目」の各分野か

らなり、専門教育科目だけでは得られない総合的視野と教養を身につけるために１年

次から卒業までに修得すべき単位を分野別に定めている。 

・ 外国語科目のうちの英語は、実践的な言語運用能力の習得のために、１年次に必修と

している。さらに複眼的な視野を与えるために、１年次に第２外国語として中国語・

韓国朝鮮語・ドイツ語・フランス語の４か国語から１つを選択させる形で、また２年

次には英語・中国語・韓国朝鮮語・ドイツ語・フランス語のなかから１つを選択させ

る形で履修を課している。 

・ 専門科目については、まず初年次に必修の基礎ゼミナール、リレー講義（「日本文化

と東アジア」）を配している。そして「専門スキル科目」を置き、専攻の基礎となるス

キルの習得や語学の熟達を促している。より高次の専門科目である「専攻専門科目」

は、①ことば・文学・思想／②芸術・身体・環境／③歴史・民俗・宗教の３分野にわ

たって講義、演習に分けて展開している。 

・ 演習を１年次から必修にし、指導教授による緊密な履修指導、大学生活指導と結びつ

けている。 

・ ４年次に卒業論文を履修するための条件を設定し、積み上げ式の学修が成り立つよう

にしている。その条件は１年次・２年次必修科目の単位修得、１年次・２年次外国語 

科目のうちの一定数の単位修得、３年次までに修得が期待される総単位数の３要素を

もって定めている。 

・ 専攻分野やコース所属の枠組みを超えて多様な専門領域に接することができるように

共通専門科目を設け、多元的な学びを可能にしている。 

・ 教職課程科目を専門教育科目のなかに組み込み、教員免許状（中学の国語科・社会科、

高校の国語科・地理歴史科・公民科）の取得を促進している。学芸員課程科目も専門

教育と結びついている。 

・ ４年次に卒論を必修とし、学業の集大成と位置づけている。そのために４年次のみな

らず３年次に専用ゼミ（準備ゼミナール）を設け、学生の細かなニーズに対応できる

ような態勢を整えている。 

    

オオオオ    教員組織教員組織教員組織教員組織のののの編成編成編成編成のののの考考考考ええええ方及方及方及方及びびびび特色特色特色特色    

    

    人文学部は、広く深い教養、様々な地域における言語・文学・歴史・民俗・思想・芸術

等の分野に関する専門的知識、さらに各地域言語の高度な運用能力が身につく教育を目指

している。したがって、専任教員は各専門分野に研究業績を有することはもちろんのこと、
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日本文化関係を除く大半の専任教員がさまざまな地域の言語を習得し、外国語教育にも携

わっており、異文化理解の基礎に言語習得を置き、文化研究と外国語教育を一体化する考

え方が教員編成の基本方針となっている。また総合的教養教育を旨とする立場から、特定

の分野に偏ることなく文化の様々な分野に専任教員を配するのみならず、自然科学、身体

運動学、教育学（教職課程）の分野にも副専攻を設け、専任教員を配しているが、人文学

というリベラルアーツ系の学問を核としているので、実務経験を重視した人事は行ってい

ない。 

平成２２年４月現在、人文学部全体で専任教員は４８名を数える。内訳は、教授３７（特

任教授５名を含む）、准教授７、専任講師３、助教１である。学科別では、英語英米文化学

科、ヨーロッパ文化学科、日本・東アジア文化学科各々１３名ずつで、３学科には分属し

ない基礎・教職部門９名で構成されている。年齢構成は、６０歳代―１０名、５０歳代―

１６名、４０歳代―１５名、３０歳代―６名、２０歳代―１名である。教授会の構成員と

して、６５歳以上の特任教授（定年後１年ごとに契約更新し、７０歳まで可）と助教は除

かれる。 

専任教員は週５コマないし６コマ（外国語１コマを超コマ）を担当する。管理運営の役

職者については、役職に応じて減コマされる。なお専任教員の研究活動を担保するため、

特別研究員制度が設けられている。個々の専任教員にとって１年間の国外、国内における

研修が、およそ７年程度の周期でめぐってくるため、研究に専念できる貴重な期間となっ

ており、毎年４名程に特別研究員の資格が与えられる。 

    

カカカカ    教育方法教育方法教育方法教育方法、、、、履修指導方法及履修指導方法及履修指導方法及履修指導方法及びびびび卒業要件卒業要件卒業要件卒業要件    

    

    人文学部の教育課程は、総合科目、外国語科目、専門教育科目を通じてグローバルな視

野、全人的教養、専門的知識と実践力を身につけることができるように編成されているが、

特に総合科目、外国語科目、専門科目を通じて、学生が自ら調べ自ら考えることに主眼を

置いた実践的な教育方法を採用している。 

 総合科目においては、「ライセンス科目」以外の「情報とコミュニケーション」「歴史と

文化」「現代社会」「自然と環境」「心と体」「ライフマネジメントとキャリアデザイン」の

諸分野は、それぞれ「講義」科目と「実践」科目に分かれているが、人文学部では各分野

の「実践」科目１単位の取得を履修の条件としている。 

 外国語科目では、全学的な１、２年次生に TOEIC IPの試験を実施し、到達度別英語ク

ラスを編成し、各自の英語力の向上を目指している。また多様な外国語を現地におもむき

習得するため、各学科には短期・長期の留学が奨励されている。 

 専門科目としては、１年次の基礎ゼミナールから２、３年次の専門ゼミ（専門演習）へ

進み、学びの集大成としての卒論論文作成のため、準備ゼミナール、卒論ゼミナールでき

め細かく卒論指導にあたるという一貫したゼミを通じた指導体制が構築されている。さら
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にゼミナールでは、文献研究だけでなく、現地実習やフィールドワークを重視することを

奨励し、３学科共同で運営する「人文フィールドワーク入門」も新たに付け加えられた。 

 卒業要件は１２４単位以上を修得することである。うち総合科目２０単位以上、外国語

科目については、英語英米文化学科１４単位以上、ヨーロッパ文化学科１８単位以上、日

本・東アジア文化学科１２単位以上である。専門科目は、共通専門科目と専攻専門科目に

分かれ、英語英米学科については、共通専門科目２０単位以上、専攻科目は７０単位以上

であり、ヨーロッパ文化学科については、共通専門科目２０単位以上、専攻科目６６単位

以上であり、日本・東アジア文化学科については、共通専門科目２４単位以上、専攻科目

６８単位以上である。専攻科目は、さらに専攻基礎科目と専攻専門科目に分かれる。英語

英米文化学科の場合、専攻基礎科目中の必修科目としては基礎ゼミナール、英語ワークシ

ョップ、コミュニケーション・ゼミナールの計１０単位、専攻専門科目中の必修科目とし

ては卒業論文・英文エッセイ、卒業論文ゼミナールの計８単位がある。ヨーロッパ文化学

科の場合、専攻基礎科目中の必修科目としては入門講座、基礎ゼミナール、中級ゼミナー

ルの計１４単位、専攻専門科目中の必修科目としては卒業論文、卒業論文ゼミナールの計

８単位がある。日本・東アジア文化学科の場合、専攻基礎科目中の必修科目としては基礎

ゼミナール、リレー講義「日本と東アジア」の計８単位、専攻専門科目中の必修科目とし

ては卒業論文、卒業論文ゼミナールの計８単位がある。 

 なお履修科目の年間登録上限は４８単位である。  

  

別添資料別添資料別添資料別添資料１１１１――――「「「「人文学部人文学部人文学部人文学部３３３３学科学科学科学科のののの卒業条件表卒業条件表卒業条件表卒業条件表」」」」    

 別添資料別添資料別添資料別添資料２２２２――――「「「「履修履修履修履修モデルモデルモデルモデル」」」」    

  別添資料別添資料別添資料別添資料３３３３――――「「「「専任教員専任教員専任教員専任教員シラバスシラバスシラバスシラバス」（」（」（」（別記様式第別記様式第別記様式第別記様式第２２２２号号号号のののの後後後後にににに添付添付添付添付））））    

 

  

キキキキ    施設施設施設施設、、、、設備等設備等設備等設備等のののの整備計画整備計画整備計画整備計画    

 

    (a) 校地、運動場の整備計画 

 練馬区にある武蔵大学キャンパスは、中庭には大ケヤキがそびえ、都心からほど近い立

地にも関わらず、武蔵野の面影を色濃く残す自然に恵まれている。キャンパス内には小川

も流れ、四季の移り変わりを肌で感じながら、学びの日々を送ることができる落ち着いた

環境を提供している。 

 専用の校地面積は96,191,93㎡、内訳は、校舎敷地は30,625,55㎡、運動場用地は64,033,83

㎡、その他施設等 1,532,55 ㎡である。運動場用地は練馬キャンパスとは別の埼玉県朝霞市

に広大なグランドがある。移動手段は直通バスで所要時間は５０分程度である。授業では

テニス以外に使用されておらず、主に体育館（2,028,69 ㎡）が使用されている。他に室内

プール、武道場２面、トレーニング場を備えている。郊外の大学に比べると都内にあるた
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め十分とはいえないが、校舎敷地には学生の休息の場や空地も確保されている。 

 

（b）校舎等施設の整備計画 

 人文学部専任教員の個人研究室は完備されている。教室は、大学全体で講義室 43、演習

室 40、実験実習室 18、情報処理学習施設 12 室、語学学習施設 2 室等があり、これらを有

効に活用することによって、教育課程に支障をきたすことなく時間割の運営が行われてい

る。 

 

（c）図書等の資料及び図書館の整備計画 

 大学図書館（3 階建て）は延床面積 6,095,40 ㎡、閲覧座席数 480 席、現在の蔵書数は約

65万冊である。うち人文学関係の図書は 198,405冊（外国書は 62,015冊）、学術雑誌 593

（外国雑誌 133）である。３Ｆの一角には視聴覚資料（ＡＶコーナー）を設けて、現在 98

点を置き、予習・復習の便に供している。デジタルデータベースについては、BOOKPLUS、

ＣiNii、日経テレコン 21等、現在合計２７件のオンラインデータベースが利用可能である。

なお、2009年度の図書の増加冊数は、8,758冊（和書 7,159、外国書 1,599）であり、今後

もほぼ同数の年間購入冊数が見込まれる。 

 学生の学習・研究をバックアップするために、自宅からも図書検索ができるようにして

いる。また図書館の利用方法や資料の探し方、他の図書館の資料利用などで困らないため、

レファレンス・カウンターを充実させ、「履修図書コーナー」には授業で使うテキストや参

考書が、「レポート・卒論の書き方コーナー」には卒論やレポートを作成するときに役立つ

資料が、「就職・キャリアコーナー」にはキャリア形成に役立つ資料をそろえ、さまざまな

かたちで学生を支援している。さらに図書館を拠点とした知のネットワークを拡大・充実

する目的から武蔵大学・学習院大学・成蹊大学・成城大学の 4 つの大学図書館を相互に自

由に利用できる制度があり、館外貸出しも可能である。その他国立国会図書館はじめ、都

立、練馬区立など外部の図書館の蔵書を横断検索することもできるようにしている。 

  

クククク    入学者選抜入学者選抜入学者選抜入学者選抜のののの概要概要概要概要    

    

人文学部のアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

人文学部全体および入学希望学科の人材養成の目的と教育内容をよく理解し、これを学

ぼうとする意欲と、そのために必要な国語・英語（外国語）、その他の教科の基礎学力を身

につけていることが入学者受入の基本的条件である。人文学部は、世界のさまざまな文化

を国際的視野と比較の視点をもって研究する学部である。文化はそれぞれの地域の風土や

歴史に根ざし、言語によって支えられているから、対象地域の言語を積極的に学び、留学

や海外研修によって異文化環境のなかで行動する力を身につけ、将来、日常生活や職業生

活において国際交流の担い手になりたい人、文化的知識を社会生活に役立てたい人を求め
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ている。なお人文学部の教育は、１年次の基礎ゼミナールから４年次の卒業論文指導まで、

演習（ゼミ）と対話型の指導を中心としており、学生が自ら主体的に知の世界を切り開く

ことを前提としているから、研究の課題を自ら発見し、他の人と議論しながら深めること

を好む知的探究心に満ちた人を歓迎する。 

 学科ごとのアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

(１) 英語英米文化学科 

勉学に取り組む真剣な態度としっかりした基礎的学力を備え、言語・文学・歴史・思想・

芸術・宗教・生活文化・現代社会などの分野に関心があり、イギリス・アメリカを初めと

する英語圏の文化および文化比較に興味をもつ人を広く受け入れる。英語の学習に意欲が

あり、国際的なコミュニケーション力を身につけたいと願う人が望ましい。英語英米文化

学科には多様な入学者選抜の方式があるが、すべてこの基本方針に沿っている。なおＡＯ

入試では、授業に参加して内容を理解する力が重視される。 

(２) ヨーロッパ文化学科 

真剣に勉学に取り組む姿勢と基礎的な学力を備え、言語・文学・歴史・思想・芸術・宗

教・生活文化・現代社会などの分野に関心があり、ヨーロッパ世界の文化および文化の比

較・交流に興味をもつ人を広く受け入れる。英語だけでなくドイツ語やフランス語の学習

に意欲があり、国際的な対話能力を身につけたいと願う人が望ましい。ヨーロッパ文化学

科には多様な入学者選抜の方式があるが、すべてこの基本方針に沿っている。なおＡＯ入

試では、特定の課題について調べ、発表する力が重視される。 

(３) 日本・東アジア文化学科 

基礎的な学力と学習意欲をもち、言語・文学・歴史・思想・芸術・宗教・生活文化・現

代社会などの分野に関心があり、日本文化を深く学びたいと願う人、また中国・韓国の文

化と文化の比較・交流に興味をもつ人を広く受け入れる。東アジアの言語や英語その他の

学習にも意欲があり、国際的な文化交流の体験を希望する人を歓迎する。日本・東アジア

文化学科には多様な入学者選抜の方式があるが、それらはいずれもこの基本方針に沿って

いる。ＡＯ入試では特定の課題について調べ、発表する力が重視される。 

入試選抜の方式としては、現在、①推薦入学（指定校制）②一般方式入試③センター方

式入試④帰国生徒対象入試⑤社会人入試⑥ＡＯ入試⑦外国人学生特別入試（日本・東アジ

ア文化学科のみ）⑧編入学・転入学・学士入学試験などがある。 

推薦入試と一般入試の募集定員の割合は、推薦 20名に対して一般（センター方式を含む）

80 名である。④から⑧までは若干名の募集となり、⑧の編入学・転入学について重視して

おらず、目下募集してしない。学士入学について、現在１学科のみ募集している。 

⑤社会人入試の出願資格者は、満２３歳以上で一定の社会経験を有し、５年以上前に高

等学校を卒業した者、あるいは定時制、通信制の高等学校の卒業見込み者、もしくは高等

学校卒業程度認定試験合格者、または合格見込み者である。 

 ⑦外国人学生特別入試は、現在１学科のみで行われているが、中国・韓国からの私費留
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学生を積極的に受け入れ、国際交流を促進しようとする目的から設けられた将来性をもつ

入試方式である。入学者は日本人学生同様の授業を履修しなければならず、一定程度の日

本語能力を入学時に必要としている。ゆえに、出願資格として日本語能力を証明するため、

次の１，２のうち、いずれか１つの条件を満たしていることを求めている。 

  １ 独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」の「日本語」を受験

していること。 

     ２ 財団法人・日本国際教育支援協会が実施する「日本語能力試験」１級を取得して

いること。 

外国人学生の選抜は、一次選考（書類審査）と二次選考（筆記試験と面接）の２段階を通

じて行われる。二次選考の筆記試験では、日本語による小論文と聞き取り、英語による基

礎的な作文問題が出題される。 

 科目等履修生については、所定の手続きに基づいて志願され、教授会の議を経て選考の

うえ入学が認められるが、外国語科目、演習・ゼミナール科目、実技科目、実験科目は除

かれる。４単位当たり年間授業料の１０分の１が科目等履修料の額に相当する。毎年度 30

名近くが科目等履修生として在学している。 

聴講生については、すでにイの⑥地域の生涯学習機会の拠点に関する個所で記したよう

に、練馬区武蔵大学特別聴講生制度を設け、毎年度 40名近くの地域住民を受け入れている。 

    

ケケケケ    資格取得資格取得資格取得資格取得をををを目的目的目的目的とするとするとするとする場合場合場合場合    

     

    人文学部で取得可能な資格を学科ごとに表にすると以下のとおりである。 

    

（１）英語英米文化学科 

①中学校教諭一種免許状  科目―英語・社会 

②高等学校教諭一種免許状 科目―英語・地理歴史・※公民 

③学芸員資格 

①・②については、国家資格、資格取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、

教職関連科目の履修が必要。※公民については、取り下げの予定。 

③については、国家資格、取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、学芸員

関連科目の履修が必要。 

 

（２）ヨーロッパ文化学科 

①中学校教諭一種免許状  科目―英語・ドイツ語・フランス語・社会 

②高等学校教諭一種免許状 科目―英語・ドイツ語・フランス語・地理歴史 

③学芸員資格 

①・②については、国家資格、資格取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、
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教職関連科目の履修が必要。 

③については、国家資格、取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、学芸員

関連科目の履修が必要。 

 

 （３）日本・東アジア文化学科 

①中学校教諭一種免許状  科目―国語・社会 

②高等学校教諭一種免許状 科目―国語・地理歴史・※公民 

③学芸員資格 

①・②については、国家資格、資格取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、

教職関連科目の履修が必要。※公民については、認定申請の予定。 

③については、国家資格、取得可能、ただし卒業要件単位に含まれる科目の他に、学芸員

関連科目の履修が必要。 

 

ココココ    実習実習実習実習のののの具体的計画具体的計画具体的計画具体的計画    

    

特に所定の実習先を定めておらず、実習の授業担当者の裁量で実習先が決められる。大

学へは学外出張願を提出（参加学生名簿添付）し、許可を得る形を取る。学外での実習を

奨励する目的で学外調査・見学援助金、フィールドワーク援助金等の助成制度がある。国

外での調査・見学については、国外フィールドトリップ援助金の制度もある。 

 

ササササ    企業実習企業実習企業実習企業実習やややや海外語学研修海外語学研修海外語学研修海外語学研修などなどなどなど学外実習学外実習学外実習学外実習をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合はははは、、、、そのそのそのその具体的計画具体的計画具体的計画具体的計画    

        

    人文学部では、様々な地域の言語の運用能力を向上させ、また異文化理解を深めて複眼

的な視点を身につけるために、短期または長期の国外留学を推奨している。短期語学留学

は、夏季および春季休暇中に３週間～４週間海外の協定校で実施され、プログラムを終了

すれば卒業単位として認められる。協定校は、アメリカのセント・マイケルズ大学、オハ

イオ大学、ドイツのハレ・ヴィッテンベルク大学、カール・デュースベルク・ツェントレ

ン（ＣＤＣ）ベルリン校、フランスのトゥール大学認定トゥーレーヌ学院、中国の西安外

国語大学、韓国の高麗大学、オーストラリアのディーキン大学等である。最近５ヵ年の人

文学部の短期語学参加者数は以下のとおりである。なお、短期語学留学は、外国語科目の

「英語現地実習」「ドイツ語現地実習」「フランス語現地実習」「中国語現地実習」「韓国・

朝鮮語現地実習」として単位認定される。 
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※短期語学留学参加数一覧（平成 17 年度～平成 21 年度） 

国   名 H17 H18 H19 H20 H21 

アメリカ 17 10 11 8 6 

オーストラリア - - 22 11 7 

ドイツ 17 11 8 12 7 

フランス 12 16 16 6 12 

韓国 0 5 4 7 4 

中国 2 6 2 3 11 

計（参加者） 48 48 63 47 47 

 

 また企業実習については、総合科目の「ライフマネジメントとキャリアデザイン」の実

践科目として、前期と後期に「インターンシップ」を置いて全学的な取り組みを行ってい

る。 

 

シシシシ    昼夜開講制昼夜開講制昼夜開講制昼夜開講制をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合はははは、、、、そのそのそのその具体的計画具体的計画具体的計画具体的計画    

    

    本学部には該当しない。 

 

スススス    編入学定員編入学定員編入学定員編入学定員をををを設定設定設定設定するするするする場合場合場合場合はははは、、、、そのそのそのその具体的計画具体的計画具体的計画具体的計画    

    

    編入学定員を設定していない。編入学・転入学試験制度はあるが、現在募集していない。

これから先、編入学・転入学試験を実施する計画はない。 

 

セセセセ    ２２２２つつつつ以上以上以上以上のののの校地校地校地校地においてにおいてにおいてにおいて教育教育教育教育をををを行行行行うううう場合場合場合場合    

        

    本学部には該当しない。 

 

ソソソソ    社会人社会人社会人社会人をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした大学教育大学教育大学教育大学教育のののの一部一部一部一部をををを校舎以外校舎以外校舎以外校舎以外のののの場所場所場所場所でででで実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合    

            

    本学部には該当しない。 
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タタタタ    多様多様多様多様ななななメディアメディアメディアメディアをををを高度高度高度高度にににに利用利用利用利用してしてしてして、、、、授業授業授業授業をををを教室以外教室以外教室以外教室以外のののの場所場所場所場所でででで履修履修履修履修させるさせるさせるさせる場合場合場合場合    

    

        本学部には該当しない。 

    

チチチチ    通信教育通信教育通信教育通信教育をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合    

    

本学部には該当しない。 

    

ツツツツ    管理運営管理運営管理運営管理運営    

    

    学則に基づき本学部に教授会が置かれ、本学部教授会規程にしたがって運営されている。

学部教授会は、本学部の専任専従の教授、准教授、および講師をもって構成されている。

学部長がこれを招集し、通常は木曜日の午後３時以降、年間１５回程度開かれる。なお必

要な場合は、臨時教授会が開かれる。 

 学部教授会は、その構成員の５分の３以上の出席によって成立し、議事は出席者の過半

数をもって決する。重要議題の場合は、構成員の３分の２以上をもって決する。 

学部教授会は、次の事項を審議する。 

(１) 人事に関する事項 

(２) 学部の諸規定に関する事項 

(３) 教務に関する事項 

(４) 学術研究に関する事項 

(５) 入学、退学、卒業その他学生の身分に関する事項 

(６) 学生の指導、厚生及び賞罰に関する事項 

(７) その他学部の運営上必要な事項 

 学部教授会の下部組織として、委員会が置かれている。学部関係の主なものとして、教

務委員会（教務に関する事項）、研究委員会（学術研究に関する事項）、学部委員会（学部

の将来計画、教授会の議題調整などが主な内容）、その他小さな委員会が２０近く置かれて

いる。教学上に関わる教授会の議題は、教務委員会で審議された議題、報告された議題に

基づいて行われる。大学全体に関わる教学上の問題を審議する組織としては教務部委員会

があり、学部間の調整が行われている。 

 学部関係以外に、全学的な委員会として入試委員会、広報委員会、外国語教育センター

委員会、教職課程委員会、学芸員課程委員会をはじめ各種委員会があり、定期的、不定期

的に開かれている。学部教授会でその内容は報告される。 

    大学全体の管理運営に関わる問題は、学長のもと、３学部長、教務部長を中心に構成さ

れた大学協議会で協議され、その内容は教授会で報告される。 
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テテテテ    自己点検自己点検自己点検自己点検・・・・評価評価評価評価                                                                                    

    

 本学では学則第１条の２第２項の規定に基づき、自己点検・評価委員会の組織と運営に

関する事項を定めている。 

 委員会は、学長を委員長とし、学部長、大学院研究科委員長、教務部長、学生支援セン

ター長、大学図書館長、外国語教育センター長、情報・メディア教育センター長、総合研

究所長、教務委員長、入試委員長、基礎教育センター長、国際センター長、大学事務部長、

財務部長、企画運営部長等の各部局の長を委員として組織されている。委員会は全学にか

かわる次の事項について自己点検・評価を行う。 

  （1） 教育理念、教育目的等に関すること。 

  （2） 教育活動に関すること。 

  （3） 研究活動に関すること。 

  （4） 社会活動に関すること。 

  （5） 学生の受入れ及び卒業生に関すること。 

  （6） 学生生活及び就職に関すること。 

  （7） 教員組織及び事務組織に関すること。 

  （8） 図書・学術情報並びに情報処理に関すること。 

  （9） 国際交流に関すること。 

  （10） 大学広報に関すること。 

  （11） 施設・設備に関すること。 

  （12） 大学財政に関すること。 

  （13） 大学の管理・運営に関すること。 

  （14） その他委員会が必要と認める事項 

以上の自己点検・評価結果について、委員会は報告書を作成し、公表するように努めてい

る。各部局は原則として学長宛の年度ごとの報告を行っているが、大学全体としては平成

19 年 4 月の報告書が大学基準協会の認証評価を受けた最新のものであり、認証評価結果と

もども大学ホームページで公表されている。 

 

トトトト    情報情報情報情報のののの提供提供提供提供    

  

 本学では、「武蔵大学人材養成の目的等に関する基本方針」（平成 20年 11月 18日制定）

の形で大学のホームページを通じて広く公表している。その内容は、建学の精神と人材養

成の目的、アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）、ディプロマ・ポリシー（学位

授与の基本方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の基本方針）であるが、

ここに学部の理念・目的が集約されている。カリキュラム、シラバス、大学のデータ、自

己点検報告書、専任教員のプロフィール及び研究成果や教育活動などは、大学のホームペ
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ージを通じてみることが可能である。 

 他に大学に関する全体的な情報を提供する大学案内として「Musashi Magazine」があり、

大学の広報活動の主力を担う冊子として毎年編集、作成されている。また受験生に必要な

入試に関する情報は、「入試ガイド」「入試要項」の小冊子類、および大学のホームページ

で開示している。 

    

ナナナナ    授業内容方法授業内容方法授業内容方法授業内容方法のののの改善改善改善改善をををを図図図図るためのるためのるためのるための組織的組織的組織的組織的なななな取組取組取組取組    

    

    大学では、大学設置基準第 25条の３に基づき、教員の専門能力の組織的開発を促進する

ため、全学的組織としてファカルティ・ディベロップメント委員会（ＦＤ委員会）を置い

ている。ＦＤ委員会は、次の各号に掲げる事項についての基本方針を審議・決定する。 

(１) 教育活動の組織的改善に関する事項 

(２) 教員の教育活動に関わる専門能力向上のための研修計画立案・実施・分析に関する事 

  項 

(３) 学生による授業評価アンケートの企画・実施・分析に関する事項 

(４) その他、前条の目的を達成するために必要な事項 

    学生による授業評価は毎年、ＦＤ委員会が作成した個別授業に関するアンケートを通じ

て実施されている。その結果は年度末に各教員に知らせられ、授業の改善に供せられてい

る。またその学部ごとの総括的な報告書は、毎年「授業評価アンケート報告書」としてま

とめられている。 

    

ニニニニ    社会的社会的社会的社会的・・・・職業的自立職業的自立職業的自立職業的自立にににに関関関関するするするする指導等及指導等及指導等及指導等及びびびび体制体制体制体制    

    

 学生一人ひとりが入学時より自分の将来のキャリアについて考えるためには、１年次か

ら積極的に参加できるキャリア支援講座を設け、学生に参加を呼びかけている。１・２年

次主体の学内公務員試験対策講座、一般教養レベルアップ講座などを開いている。また新

しい総合科目には、「ライフマネジメントとキャリアデザイン」の分野を置き、１・２年次

に講義を通じて自分の人生や働くことの意味について考えてもらい、３年次にはインター

ンシップなどの実習科目を通じて、実際の就労体験、企業体験を行ってもらうというキャ

リア支援がカリキュラムの中に組み入れられている。 

 キャリア支援課による学生一人ひとりに対するきめ細かな就職サポートのほか、大学で

学んだことが就職にどう役立つのかを学生に実感できるしくみとして、「学部横断型課題解

決プロジェクト」という科目も設置している。この授業内容については、すでに「「「「イイイイ    学学学学

部部部部、、、、学科等学科等学科等学科等のののの特色特色特色特色」」」」の該当個所で記したように、文部科学省の平成２１年度「大学教育学

生支援推進事業（教育ＧＰ）」に採択されたものであるが、大学の学びと就職を橋渡しする

しくみとして今後ますます積極的に推進すべきキャリア支援の授業である。 
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 その他、多くのキャリア支援プログラムが用意され、学生の就職活動に向けた自己分析

と社会人基礎力向上のための準備体制が整えられている。３年次以降は、より実践的な業

界・企業研究の支援プログラムが数多く組まれている。またＯＢ・ＯＧによる体験講座を

設けて、卒業生との連携を強めていくことで就職活動への前向きな姿勢を促している。 
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英語英米文化学科卒業条件（カリキュラムＨ２３） 

  
  

区分 
修得すべき

単位数 
内訳 

総合科目 20 単位 

6 分野（Ａ～Ｆ）からセクションを問わず最低 2 単位を修得し（計 12
単位）、かつ分野を問わずさらに 8 単位以上修得し、かつ分野を問わず

実践セクションの科目を必ず 1 科目（1 単位）以上含むこと。 

外国語科目 14 単位 

必修外国語（英語）               8 単位 
選択外国語Ⅰ (学科指定) 
ドイツ語、フランス語、スペイン語     6 単位 

選択外国語Ⅱ (自由選択) 
英語，ドイツ語，フランス語，イタリア語，スペイン語，ロシア

語，中国語，韓国・朝鮮語              ――― 
 

専
門
科
目 

共通専門科目 20 単位                    20 単位 

専攻科目 70 単位 

専攻基礎科目 

12 単位 

必
修
科
目 

英語英米文化基礎ゼミナール 1       2 単位 
英語英米文化基礎ゼミナール 2       2 単位 
英語ワークショップ 1          1 単位 
英語ワークショップ 2          1 単位 
コミュニケーション･ゼミナール 1    2 単位 
コミュニケーション･ゼミナール 2    2 単位 

選択科目（実習）                 2 単位 

専攻専門科目 

52 単位 

必
修
科
目 

卒業論文・英文エッセイ         4 単位 
卒業論文ゼミナール 1          2 単位 
卒業論文ゼミナール 2              2 単位 

選択科目（講義・ゼミナール）       44 単位 
専攻科目任意選択単位（選択科目である実習・講義・ゼミナールよ

り任意に選択）  
6 単位 

 合計 124 単位  
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ヨーロッパ文化学科卒業条件（カリキュラムＨ２３） 
 

区分 修得すべき

単位数 
内訳 

総合科目 20 単位 
6 分野（Ａ～Ｆ）からセクションを問わず最低 2 単位を修得し（計 12
単位）、かつ分野を問わずさらに 8 単位以上修得し、かつ分野を問わ
ず実践セクションの科目を必ず 1 科目（1 単位）以上含むこと。 

外国語科目 18 単位 

必修外国語：英語 
選択外国語Ⅰ（学科指定） 
（１）ドイツ語，フランス語 
（２）英語，ドイツ語，フランス語，イタリア語 
選択外国語Ⅱ（自由選択） 
 （英語，ドイツ語，フランス語，イタリア語，スペイ

ン語，ロシア語，中国語，韓国・朝鮮語） 

2 単位 
 

12 単位 
4 単位 

— 

専
門
科
目 

共通専門科目 20 単位                      

専攻科目 66 単位 

専攻基礎科目 

20 単位 

必
修
科
目 

ヨーロッパ文化入門講座 

ヨーロッパ文化基礎ゼミナール 1 

ヨーロッパ文化基礎ゼミナール 2 

中級ゼミナール A1 

中級ゼミナール A2 

中級ゼミナール B1 

中級ゼミナール B2 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

選択科目（実習） 6 単位 

専攻専門科目 

42 単位 

必
修
科
目 

卒業論文ゼミナール 1 

卒業論文ゼミナール 2 

卒業論文 

2 単位 

2 単位 

4 単位 

選
択
科
目 

専門ゼミナール 1   

専門ゼミナール 2  

講義❶〜❺・ゼミナール 

4 単位 

4 単位 

26 単位 

専攻科目 

任意選択単位 

4 単位 

専攻基礎・選択科目および専攻専門・選択科目より任意に

科目を選択 

合計 124 単位  
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日本・東アジア文化学科卒業条件（カリキュラムＨ２３） 

 

区  分 
修得すべ

き単位数 
内         訳 

総合科目 20 単位 

6 分野（Ａ～Ｆ）からセクションを問わず最低 2 単位を修得し（計 12 単位）、か

つ分野を問わずさらに 8 単位以上修得し、かつ分野を問わず実践セクションの科

目を必ず 1 科目（1 単位）以上含むこと。 

外国語科目 ① 12 単位 

必修外国語 (英語) 2 単位 

選択外国語Ⅰ(1)（学科指定） 

（ドイツ語、フランス語、中国語、韓国・朝鮮語、日本語） 
4 単位 

選択外国語Ⅰ(2)（学科指定） 

（英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国・朝鮮語、日本語） 
4 単位 

選択外国語Ⅱ（自由選択） 

(英語，ドイツ語，フランス語，イタリア語，スペイン語，ロシア

語，中国語，韓国・朝鮮語、日本語) 

2 単位 

専
門
科
目 

共通専門科目 24 単位  24 単位 

専攻科目 68 単位 

専攻基礎科目 

8 単位 

必
修
科
目 

② 

日本・東アジア文化基礎ゼミナール 1 

日本・東アジア文化基礎ゼミナール 2 

日本文化と東アジア 1 

日本文化と東アジア 2 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位  

専攻専門科目 

60 単位 

必
修
科
目 

③ 

 

卒業論文            

卒業論文ゼミナール１ 

卒業論文ゼミナール２ 

 

4 単位 

2 単位 

2 単位  

選
択
科
目 

専門スキル科目 

専門科目（講義） 

  3 分野すべてから 

専門科目（演習） 

2 分野以上から 

8 単位以上 ④ 

 

28 単位以上 ⑤ 

 

16 単位以上 ⑥ 

52 単位 

合  計 124 単位  

 

※ 外国語科目の選択外国語は合計８単位まで総合科目に算入することができる。 



セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

情報技術と人間社会 2 英語 2 英語ワークショップ1 1
武蔵・環境フィールドワーク 2 選択外国語Ⅰ（仏語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール1 2
心理学ワークショップ 2 英会話初級1 1

アメリカ文学史1 2
イギリス文化論1 2

小計 6 小計 4 小計 8
アカデミック・ディベート 2 英語 2 英語ワークショップ2 1
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ（仏語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール2 2
キャリアデザイン論A 2 英会話初級2 1

アメリカ文学史2 2
イギリス文化論2 2

小計 6 小計 4 小計 8
現代社会と法 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール1 2

選択外国語Ⅰ(仏語） 1 英会話中級1 1
アメリカ史1 2
アメリカ文化論1 2
英米の社会1 2
英語圏文化ゼミナール1 2
アメリカ経済1 2
アカデミック・イングリッシュ1 1
アメリカの社会と文化1 2
ヨーロッパ統合論 2

小計 2 小計 3 小計 18
キャリアデザイン演習 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール2 2

選択外国語Ⅰ(仏語） 1 英会話中級2 1
英語現地実習2 2 アメリカ史2 2

アメリカ文化論2 2
英米の社会2 2
英語圏文化ゼミナール2 2
アメリカ経済2 2
アカデミック・イングリッシュ2 1
アメリカの社会と文化2 2

小計 2 小計 5 小計 16
インターンシップA 2 リミディアル・イングリッシュ1 1

英語と文化1 2
英語圏社会文化史1 2
英米文化特講1 2
英語圏文化ゼミナール1 2
アメリカ史ゼミナール1 2
エスニシティの社会学 2
サービス・マネジメント 2

小計 2 小計 0 小計 15
リミディアル・イングリッシュ2 1
英語と文化2 2
英語圏社会文化史2 2
英米文化特講2 2
英語圏文化ゼミナール2 2
アメリカ史ゼミナール2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
学部横断型課題解決プロジェクト 2
都市環境論 2

小計 0 小計 0 小計 17
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 18 計 16 計 90 124

1
年
次
後
期

18

２
年
次
前
期

23

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「英語現地実
習2」がそれに該当する。

４
年

次
前
期

2

４
年

次
後
期

6

３
年
次
前
期

17

３
年
次
後
期

17

英語英米文化学科
(1) 英米・英語圏文化コース: 英語力を活かして国際的な事業や団体に貢献できる人材を育てる。

２
年
次
後
期

23

1
年
次
前
期

18
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

他者理解とコミュニケーション 2 英語 2 英語ワークショップ1 1
武蔵・環境フィールドワーク 2 選択外国語Ⅰ(独語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール1 2
スポーツ実践１（バレー） 1 発音クリニック1 1

英語学概論1 2
英米思想史1 2

小計 5 小計 4 小計 8
デジタル・協働学 2 英語 2 英語ワークショップ2 1
グローバル時代の歴史認識 2 選択外国語Ⅰ(独語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール2 2
現代社会と人権 2 発音クリニック2 1

英語学概論2 2
英米思想史2 2

小計 6 小計 4 小計 8
スポーツの歴史と文化 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール1 2

選択外国語Ⅰ(独語） 1 英作文中級1 1
英米の芸術1 2
異文化コミュニケーション論1 2
第二言語習得論1 2
イギリス文学ゼミナール1 2
イギリスの社会と文化1 2
世界経済1 2
国際社会学 2

小計 2 小計 3 小計 17
キャリアデザイン演習 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール2 2

選択外国語Ⅰ(独語） 1 英作文中級2 1
英米の芸術2 2
異文化コミュニケーション論2 2
第二言語習得論2 2
イギリス文学ゼミナール2 2
イギリスの社会と文化2 2
世界経済2 2
ヨーロッパ形成史 2
環境社会学 2

小計 2 小計 3 小計 19
インターンシップA 2 通訳翻訳実習1 1

英訳聖書入門1 2
英語音声学1 2
英語圏の文学1 2
アカデミック・プレゼンテーション・ゼミナール1 2
アカデミック・ライティング・ゼミナール1 2
現代世界の諸問題1 2
エスニシティの社会学 2

小計 2 小計 0 小計 15
インターネット・イングリッシュ 2 通訳翻訳実習2 1

英訳聖書入門2 2
英語音声学2 2
英語圏の文学2 2
アカデミック・プレゼンテーション・ゼミナール2 2
アカデミック・ライティング・ゼミナール2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
現代世界の諸問題2 2

小計 0 小計 2 小計 15
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
プラクティカル・イングリッシュ1 1 卒業論文ゼミナール2 2

卒業論文 4
小計 0 小計 1 小計 6

計 17 計 17 計 90 124

４
年

次
後
期

7

英語英米文化学科
(2)英語コミュニケーションコース: 高度な英会話能力を習得し、海外との取り引きをおこなう部署で働く人
材を育てる。

２
年
次
後
期

24

３
年
次
前
期

17

1
年
次
前
期

17

1
年
次
後
期

18

２
年
次
前
期

22

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「プラクティカ
ル・イングリッシュ1」「インターネット・イングリッシュ」がそれに該当する。

３
年
次
後
期

17

４年次前期 2
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

他者理解とコミュニケーション 2 英語 2 英語ワークショップ1 1
多文化共生の現在 2 選択外国語Ⅰ(スペイン語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール1 2
国際社会における紛争と協調 2 プラクティカルイングリッシュ１ 1 アメリカ文化論1 2
スポーツ実践１（バレーボール） 1 観光文化論1 2

小計 7 小計 5 小計 7
人間と環境 2 英語 2 英語ワークショップ2 1
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ(スペイン語） 2 英語英米文化基礎ゼミナール2 2
キャリアデザイン論A 2 アメリカ文化論2 2

観光文化論2 2
小計 6 小計 4 小計 7

日本の伝統と文化 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール1 2
キャリアデザイン論B 2 選択外国語Ⅰ(スペイン語） 1 英会話中級1 1

比較宗教思想1 2
イギリス史ゼミナール1 2
日米比較交流文化史1 2
比較文明論1 2
比較交流文化論1 2
ヨーロッパ統合論 2

小計 4 小計 3 小計 15
キャリアデザイン演習 2 英語 2 コミュニケーション・ゼミナール2 2

選択外国語Ⅰ(スペイン語） 1 英会話中級2 1
比較宗教思想2 2
イギリス史ゼミナール2 2
日米比較交流文化史2 2
比較文明論2 2
比較交流文化論2 2

小計 2 小計 3 小計 13
英語と文化1 2
アメリカ史1 2
英語圏文化特講1 2
英米の社会1 2
比較・交流文化ゼミナール1 2
日英比較交流文化史ゼミナール1 2
イメージ文化論 2
テクノロジー文化論 2
比較芸術論1 2
芸術と文化の社会学 2

小計 0 小計 0 小計 20
英語と文化2 2
アメリカ史2 2
英語圏文化特講2 2
英米の社会2 2
比較・交流文化ゼミナール2 2
日英比較交流文化史ゼミナール2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
比較芸術論2 2
越境文化論 2
音響文化論 2

小計 0 小計 0 小計 20
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 19 計 15 計 90 124

1
年
次
後
期

17

２
年
次
前
期

22

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「プラクティカ
ル・イングリッシュ1」がそれに該当する。

４
年
次

前
期

2

４
年

次
後
期

6

３
年
次
前
期

20

３
年
次
後
期

20

英語英米文化学科
(3)比較・交流文化コース:異文化間の関係についての知識を活かし、さまざまな分野で日本と海外の架け
橋となる人材を育てる。

２
年
次
後
期

18

1
年
次
前
期

19
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

20世紀の世界 2 英語 1 ヨーロッパ文化入門講座 2
武蔵・環境フィールドワーク 2 選択外国語Ⅰ(1)(ドイツ語) 5 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール1 2
心理学ワークショップ 2 ドイツ中世史 2

ヨーロッパの神話と伝説1 2
小計 6 小計 6 小計 8

アカデミック・ディベート 2 英語 1 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ(1)(ドイツ語) 5 ヨーロッパの神話と伝説2 2
キャリアデザイン論A 2 ヨーロッパ形成史 2
現代社会とジェンダー

小計 6 小計 6 小計 6
世界の名著 2 選択外国語Ⅰ(1)(ドイツ語) 1 中級ゼミナールA1 2

選択外国語Ⅰ(2)(英語) 2 中級ゼミナールB1 2
初級ドイツ語作文1 1
初級ドイツ語会話1 1
ドイツ語LL 1
中欧文化論 2
ドイツ文学史1 2
英語と文化1 2
若者文化の社会学 2

小計 2 小計 3 小計 15
2 選択外国語Ⅰ(1)(ドイツ語) 1 中級ゼミナールA2 2

選択外国語Ⅰ(2)(英語) 2 中級ゼミナールB2 2
ドイツ語現地実習2 2 初級ドイツ語作文2 1

初級ドイツ語会話2 1
独検対策講座 1
ドイツ文学史2 2
ドイツ語圏の民俗文化 2
英語と文化2 2
グローバリゼーションの人類学 2

小計 2 小計 5 小計 15
インターンシップA 2 専門ゼミナール（文学と文化）1 2

専門ゼミナール（芸術と文化）1 2
ドイツ語圏の社会と文化1 2
ドイツ語学1 2
ドイツ語圏の芸術 2
キリスト教文化史 2
英米文学概論1 2
日本文化論1 2

小計 2 小計 0 小計 16
専門ゼミナール（文学と文化）2 2
専門ゼミナール（芸術と文化）2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
ドイツ語圏の社会と文化2 2
ドイツ語学2 2
英米文学概論2 2
日本文化論2 2
メディア文化論 2
都市環境論 2

小計 0 小計 0 小計 18
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2

卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6

計 18 計 20 計 86 124
※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「ドイツ語現地実
習2」が該当する。

6
４
年
次

後
期

３
年
次
後
期

18

2
４
年
次

前
期

ヨーロッパ文化学科
(1) ドイツ語圏文化コース: ドイツ語圏の文化に精通し、ドイツ語力を活かして国際的に活躍できる人材を育て
る。

1
年
次
前
期

20

1
年
次
後
期

18

２
年
次
後
期

22

18

３
年
次
前
期

20

２
年
次
前
期
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

２０世紀の世界 2 英語 1 ヨーロッパ文化入門講座 2
現代アートワークショップ 2 選択外国語I(1)(フランス語） 5 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール1 2
スポーツの歴史と文化 2 フランス文学史1 2

フランスの芸術1 2
小計 6 小計 6 小計 8

アカデミック・ディベート 2 英語 1 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語I(1)(フランス語） 5 フランス文学史2 2
人間と環境 2 フランスの芸術2 2
心理学と社会 2

小計 8 小計 6 小計 6
世界の名著 2 選択外国語I(1)(フランス語） 1 中級ゼミナールA1 2

選択外国語I(2)(イタリア語) 2 中級ゼミナールB1 2
初級フランス語会話1 1
初級フランス語作文1 1
フランス史 2
フランス思想史1 2
フランス語学1 2
人文学部合同プロジェクト 2

小計 2 小計 3 小計 14
選択外国語I(1)(フランス語） 1 中級ゼミナールA2 2
選択外国語I(2)(イタリア語) 2 中級ゼミナールB2 2
フランス語現地実習2 2 初級フランス語会話2 1

初級フランス語作文2 1
フランス語メディアリテラシー 1
フランス思想史2 2
フランス語学2 2
言語学 2
出版研究 2

小計 0 小計 5 小計 15
インターンシップA 2 中級フランス語作文1 1

上級フランス語講読 1
専門ゼミナール（文学と文化）1 2
専門ゼミナール（芸術と文化）1 2
フランスの政治と社会 2
ヨーロッパの文学1 2
イギリス文学史1 2
英米の芸術1 2
英米文学概論1 2

小計 2 小計 0 小計 16
中級フランス語作文2 1
専門ゼミナール（文学と文化）2 2
専門ゼミナール（芸術と文化）2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
フランス社会史 2
ヨーロッパの文学2 2
イギリス文学史2 2
英米の芸術2 2
英米文学概論2 2
記号と消費の社会学 2

小計 0 小計 0 小計 19
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2

卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 18 計 20 計 86 124

1
年
次
前
期

20

1
年
次
後
期

20

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「フランス語
現地実習2」がそれに該当する。

2

４
年
次

後
期

6

４
年
次

前
期

３
年
次
前
期

18

３
年
次
後
期

19

ヨーロッパ文化学科
(2) フランス語圏文化コース：フランス語圏の文化に精通し、フランス語力を活かして国際的に活躍できる
人材を育てる。

２
年
次
後
期

20

２
年
次
前
期

19
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

人間と科学技術の歩み 2 英語 1 ヨーロッパ文化入門講座 2
スポーツの歴史と文化 2 選択外国語I(1)(フランス語） 5 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール1 2
コンピューター・リテラシー 2 イタリア語入門1 1 ヨーロッパ交流史 2

ヨーロッパ統合論 2
小計 6 小計 7 小計 8

グローバル時代の歴史認識 2 英語 1 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール2 2
グローバリズムと21世紀 2 選択外国語I(1)(フランス語） 5 ヨーロッパ形成史 2
キャリアデザイン論A 2 イタリア語入門2 1 ヨーロッパ都市論 2

小計 6 小計 7 小計 6

キャリアデザイン演習 2 選択外国語I(1)(フランス語） 1 中級ゼミナールA1 2
選択外国語I(2)(ドイツ語) 2 中級ゼミナールB1 2
イタリア語中級1 1 初級フランス語会話1 1

初級フランス語作文1 1
フランス語LL 1
現代ヨーロッパ社会論1 2
ヨーロッパ古典文学 2
ヨーロッパ経済1 2

小計 2 小計 4 小計 13
選択外国語I(1)(フランス語） 1 中級ゼミナールA2 2
選択外国語I(2)(ドイツ語) 2 中級ゼミナールB2 2
イタリア語中級2 1 初級フランス語会話2 1

初級フランス語作文2 1
フランス語メディアリテラシー 1
現代ヨーロッパ社会論2 2
越境文化論 2
ヨーロッパ環境論 2
ヨーロッパ経済2 2

小計 0 小計 4 小計 15
インターンシップA 2 専門ゼミナール（歴史と文化）1 2

専門ゼミナール（社会と文化）1 2
ヨーロッパ思想史 2
イタリア文化論 2
スイス文化論 2
現代スポーツ論 2
グロバリゼーションと現代社会 2
英語と文化1 2
アメリカ文化論1 2

小計 2 小計 0 小計 18
専門ゼミナール（歴史と文化）2 2
専門ゼミナール（社会と文化）2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
ヨーロッパ対外交流史 2
地中海文明論 2
都市環境論 2
言語学 2
英語と文化2 2
アメリカ文化論2 2

小計 0 小計 0 小計 18
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 16 計 22 計 86 124

４
年

次
前
期 2

４
年
次

後
期

２
年
次
後
期

19

３
年
次
前
期

20

３
年
次
後
期

18

ヨーロッパ文化学科
(3) 広域ヨーロッパ文化コース：ヨーロッパ諸地域の言語と文化についての幅広い知識を活かして、国際的な
事業に貢献できる人材を育てる。

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「イタリア語入門1」
「イタリア語入門2」「イタリア語中級1」「イタリア語中級2」がそれに該当する。

6

２
年
次
前
期

19

1
年
次
前
期

21

1
年
次
後
期

19
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

他者理解とコミュニケーション 2 英語 1 ヨーロッパ文化入門講座 2
多文化共生の現在 2 選択外国語Ⅰ（ドイツ語） 5 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール1 2
スポーツ実践１（バレーボール） 1 比較文学論（日欧） 2

テクノロジー文化論 2
小計 5 小計 6 小計 8

現代社会と人権 2 英語 1 ヨーロッパ文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ（ドイツ語） 5 比較思想（日欧） 2
現代社会とアート 2 観光文化論（ヨーロッパ） 2

小計 6 小計 6 小計 6
キャリアデザイン論B 2 選択外国語Ⅰ(1)（ドイツ語） 1 中級ゼミナールA1 2
地球環境論 2 選択外国語Ⅰ(2)（フランス語） 2 中級ゼミナールB1 2
自然科学集中プロジェクトA 1 初級ドイツ語会話1 1

初級ドイツ語作文1 1
ドイツ語LL 1
比較芸術論1 2
比較交流文化論1 2
人文フィールドワーク入門 2

小計 5 小計 3 小計 13
文化財リサーチプロジェクト 2 選択外国語Ⅰ(1)（ドイツ語） 1 中級ゼミナールA2 2

選択外国語Ⅰ(2)（フランス語） 2 中級ゼミナールB2 2
初級ドイツ語会話2 1
初級ドイツ語作文2 1
ドイツ語メディアリテラシー 1
比較芸術論2 2
ヨーロッパの芸術 2
比較交流文化論2 2
メディア文化論 2

小計 2 小計 3 小計 15
インターンシップA 2 専門ゼミナール（芸術と文化）1 2

専門ゼミナール（歴史と文化）1 2
比較・交流文化ゼミナール1 2
比較建築空間論 2
フランスの芸術1 2
ヨーロッパ都市論 2
日本の身体文化1 2
マンガの社会学 2
日英比較交流文化史1 2

小計 2 小計 0 小計 18
専門ゼミナール（芸術と文化）2 2
専門ゼミナール（歴史と文化）2 2
卒業論文準備ゼミナール 2
比較・交流文化ゼミナール2 2
フランスの芸術2 2
地中海文明論 2
日本の身体文化2 2
ビジュアルアート論 2
日英比較交流文化史2 2

小計 0 小計 0 小計 18
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2

卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 20 計 18 計 86 124

３
年
次
前
期

20

４
年
次

前
期

2

４
年
次

後
期 6

３
年
次
後
期

18

ヨーロッパ文化学科
(4) 比較・交流文化コース：異文化間の関係についての知識を活かし、さまざまな分野で日本とヨーロッパの架
け橋となる人材を育てる。

２
年
次
後
期

20

２
年
次
前
期

21

1
年
次
前
期

19

1
年
次
後
期

18
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

情報技術と人間社会 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール1 2
武蔵・環境フィールドワーク 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア1 2
心理学ワークショップ 2 書道演習1 2

小計 6 小計 3 小計 6
アカデミック・ディベート 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア2 2
現代社会と環境 2 書道演習2 2
キャリアデザイン論A 2

小計 8 小計 3 小計 6
現代社会と法 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 日本の言語文化1 2

中国語現地実習 2 日本近現代文学演習1 2
日本近現代文学史1 2
日本古典文学史1 2
日本の言語文化演習1 2
学校文化の社会学 2
ヨーロッパ統合論 2
ヨーロッパ形成史 2

小計 2 小計 4 小計 16
キャリアデザイン演習 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 日本の言語文化2 2

日本近現代文学史2 2
日本古典文学史2 2
日本の言語文化演習2 2
日本近現代文学演習2 2
ヨーロッパ対外交流史 2
言語学 2
ヨーロッパ都市論 2

小計 2 小計 2 小計 16
インターンシップA 2 日本環境文化史1 2

日本語の表現1 2
日本芸能史1 2
日本古典文学史演習1 2
日本語の表現演習1 2
日本近現代史1 2
卒業論文準備ゼミナール1 2
英訳聖書入門1 2
比較交流文化論1 2
若者文化の社会学 2

小計 2 小計 0 小計 20
日本環境文化史2 2
日本語の表現2 2
日本芸能史2 2
日本古典文学史演習2 2
日本語の表現演習2 2
日本近現代史2 2
卒業論文準備ゼミナール2 2
英訳聖書入門2 2
比較交流文化論2 2
教育社会学 2

小計 0 小計 0 小計 20
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 20 計 12 計 92 124

４
年
次

後
期

6

1
年
次
後
期

17

２
年
次
前
期

22

４
年
次

前
期

2

３
年
次
前
期

22

３
年
次
後
期

20

日本・東アジア文化学科
(1) 日本文化コース: 日本の言語や文学を学び、中学（国語）の教職につきたい人材を育てる。

２
年
次
後
期

20

1
年
次
前
期

15
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

他者理解とコミュニケーション 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール1 2
国際社会における紛争と協調 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア1 2
武蔵・環境フィールドワーク 2 書道演習1 2

小計 6 小計 3 小計 6
デジタル・協働学 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア2 2
グローバル時代の歴史認識 2 書道演習2 2
現代社会と環境 2

小計 8 小計 3 小計 6
スポーツの歴史と文化 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 日中交流史1 2

中国語現地実習 2 日中交流史演習1 2
中国史1 2
中国史演習1 2
現代中国論1 2
中国語応用1 1
異文化コミュニケーション論1 2
アジア経済1 2
比較交流文化論1 2

小計 2 小計 4 小計 17
キャリアデザイン演習 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 日中交流史演習2 2

日中交流史2 2
中国史2 2
中国史演習2 2
現代中国論2 2
中国語応用2 1
文化財科学 2
環境社会学 2
アジア経済2 2
比較交流文化論2 2
異文化コミュニケーション論2 2

小計 2 小計 2 小計 21
インターンシップA 2 中国の民族と社会1 2

中国の民族と社会演習1 2
中国思想史1 2
中国思想史演習1 2
東アジアの地理と環境1 2
卒業論文準備ゼミナール1 2
国際社会学 2
グローバリゼーションと現代社会 2

小計 2 小計 0 小計 16
中国の民族と社会2 2
中国の民族と社会演習2 2
中国思想史2 2
中国思想史演習2 2
東アジアの地理と環境2 2
イスラム圏交流史2 2
卒業論文準備ゼミナール2 2
言語学 2
グローバリゼーションの人類学 2

小計 0 小計 0 小計 18
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6
計 20 計 12 計 92 124

４
年

次
後
期

6

1
年
次
後
期

17

２
年
次
前
期

23

４
年
次

前
期

2

３
年
次
前
期

18

３
年
次
後
期

18

日本・東アジア文化学科
(2) 東アジアコース: 東アジアの文化や言語を学び、中国との貿易活動に従事する人材を育てる。

２
年
次
後
期

25

1
年
次
前
期

15
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セメスター 総合科目 外国語科目 専門科目 合計単位数

他者理解とコミュニケーション 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール1 2
多文化共生の現在 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア1 2
国際社会における紛争と協調 2 情報コミュニケーション演習1 2
スポーツ実践１（バレーボール） 1 比較交流文化論1 2

小計 7 小計 3 小計 8
人間と環境 2 英語 1 日本・東アジア文化基礎ゼミナール2 2
世界の言語と文化 2 選択外国語Ⅰ(1) 2 日本文化と東アジア2 2
キャリアデザイン論A 2 中国語入門１ 1 情報コミュニケーション演習2 2

比較交流文化論2 2
小計 6 小計 4 小計 8

日本の伝統と文化 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 朝鮮文学史1 2
キャリアデザイン論B 2 韓国・朝鮮語現地実習 2 日朝交流史1 2

現代韓国論1 2
朝鮮文学演習1 2
日朝交流史演習1 2
韓国・朝鮮語応用1 1
アジア経済1 2
観光コミュニケーション論 2
異文化コミュニケーション論1 2

小計 4 小計 4 小計 17
キャリアデザイン演習 2 選択外国語Ⅰ(2) 2 朝鮮文学史2 2

朝鮮文学演習2 2
日朝交流史2 2
日朝交流史演習2 2
現代韓国論2 2
韓国・朝鮮語応用2 1
アジア経済2 2
観光人類学 2
異文化コミュニケーション論2 2

小計 2 小計 2 小計 17
朝鮮文化論1 2
朝鮮文化演習1 2
朝鮮史1 2
比較思想（東アジア）1 2
比較思想演習（東アジア）1 2
環日本海文化論1 2
卒業論文準備ゼミナール1 2
現代ヨーロッパ社会論1 2
現代スポーツ論 2

小計 0 小計 0 小計 18
朝鮮文化論2 2
朝鮮文化演習2 2
朝鮮史2 2
比較思想演習（東アジア）2 2
環日本海文化論2 2
卒業論文準備ゼミナール2 2
現代ヨーロッパ社会論2 2
スポーツ人間学 2

小計 0 小計 0 小計 16
卒業論文ゼミナール1 2

小計 0 小計 0 小計 2
卒業論文ゼミナール2 2
卒業論文 4

小計 0 小計 0 小計 6

計 19 計 13 計 92 124

４
年

次
後
期

6

日本・東アジア文化学科
(3) 比較・交流文化コース: 日韓の交流の歴史を学び、日韓交流の仕事に携わりたい人材を育てる。

２
年
次
後
期

21

３
年
次
前
期

18

1
年
次
前
期

18

1
年
次
後
期

18

２
年
次
前
期

25

※外国語科目の「選択外国語Ⅱ」は8単位まで総合科目の単位として算入できる。ここでは「中国語入
門１」がそれに該当する。

３
年
次
後
期

16

４
年
次

前
期

2
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